
芸術科（美術）「美術Ⅰ」学習指導案 

府立○○高等学校 

 

   １．日 時  令和○年○月○日（○） 

 

２．学年・組  第１学年○組（40名） 

 

３．題 材 名   「学校ポスター制作」（全 10時間） 

 

４．題材の目標 

【知 識 及 び 技 能】視覚的に人に伝えるための色彩や構成、文字の形を理解し作品に表す。 

 

 【思考力、判断力、表現力等】自身が伝えたい内容に沿って配色し、他者に効果的に伝わるように色の持つ効果 

や全体の構成などについて考え、作品に表す。 

自身や他者の作品について表現の意図や工夫などについて考え、見方や感じ方を 

深める。 

 

 【学びに向かう力、人間性等】伝えたい内容を表すための表現活動や見方や感じ方を深めるための鑑賞活動に粘 

り強く取り組む。 

 

５．教材観    

次年度の１年生に本校のことを知ってもらうと同時に、学校を訪れる後輩や地域の方、留学生や学 

校訪問に来てくれた方に向けて、学校の魅力を「Welcome ポスター」として表現・発信できるように

考えさせる。どのような表現方法であれば多くの人に学校の魅力を伝えることができるかを考えさせ、

生徒がターゲット（来訪者）をイメージしながらアイデアを膨らませることができるようにしたい。 

 

６．指導観  

本校の魅力について考え、必要な情報を入手し、本校を訪れた多くの人に歓迎のメッセージを伝 

えるデザインについて考えることをねらいとしている。伝えたい内容を整理し発想を広げ、親しみ 

やすさなど広く効果的に伝えるための表現方法の工夫を考えさせたい。ポスターを制作する際は、ア 

クリル絵の具を使用し、筆を持って描くことで効率的な制作の手順や絵の具の特性を知るとともに、 

自身で色の調整などができるようにさせたい。イメージに合わせた文字を一からデザインしたり、配 

色することについて制作をしながら学ばせたい。 

課題の趣旨については、Google classroomで配信するとともに、判断基準表も添付して授業初めに 

示すことで、課題の意図が生徒にしっかり伝わるように徹底する。 

 

 

 

 

 

 



   ７．題材の評価規準 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

・「Welcome ○○高校」をテーマ

として、学校のイメージや伝え

たい内容と自身のオリジナリテ

ィを融合させた魅力あふれる作

品にするために色彩や構成の知

識を生かしている。 

・筆と絵具等を使ってポスター

制作に適した表現を行ってい

る。 

・学校のイメージや伝えたい内容

と自身のオリジナリティを融合さ

せた魅力あふれる作品にするため

の色彩や構成、画材について考え

ている。 

・作品制作において描画材や絵具

の使い方を工夫し、丁寧に仕上げ

ようと意識し、表現している。 

・学校のイメージや伝えたい内

容について、色彩や構成につい

て粘り強く考えようとしてい

る。 

・描画材や絵具の使い方を工夫

し、隅々まで丁寧に表現しよう

としている。 

 

８．題材の指導と評価の計画（全 10時間）        ●…形成的評価、○…総括的評価 

時 
学習内容 

[何を学ぶか] 

学習活動 

[どのように学ぶか] 

評価の観点 評価規準【観点】（評価方法等） 

[何ができるようになるか] 知 思 主 

１
・
２ 

色のイメージや構成・ 

効果について 

 

 

 

 

「Welcome ○○高校」を 

テーマとしたポスター制 

作の構想を練る 

・Chromebook を使用して「色

の三原色」「光の三原色」に

ついて学びながら簡単な画

面構成の作り方を学ぶ。 

Chromebook の画面で確認す

る。 

・○○高校のイメージにつ

いてグループで話し合い、伝

えたい内容・イメージについ

て整理し、グループ内で共有

する。 

・内容をワークシートにま

とめる。 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

● 

【思・判・表】（ワークシート） 

「色の三原色」「光の三原色」を活用し、 

Chromebook の画面上で簡単な画面構成を制 

作することができる。 

【思・判・表】（ワークシート） 

「Welcome ○○高校」のポスターづくりに 

ついて見る人に伝えたいイメージを考えて 

いる。 

【主】（取組み状況）（ワークシート） 

グループで話し合い、○○高校のイメージ 

を膨らませワークシートにまとめている。 

３
～
８ 

ポスター本制作 ・アイデアスケッチをもと

に自身で計画を立て、意図に

応じて描画材の特性を生か

し制作する。 

・ワークシートや教科書で

学んだ配色や構成をもとに、

めざすイメージを確認しつ

つ描き進める。 

● ● ● 

【知・技】（アイデアスケッチ・作品） 

イメージに合わせて形や色を工夫し、描画

材を効果的に使って創造的に表している。 

【思・判・表】（作品） 

ポスター作品の伝えたい意図に応じて描画

材の特性や表現方法を工夫して作品制作を

している。 

【主】（作品） 

めざすイメージを具体化する創造活動に主

体的に取り組んでいる。 

９
・
10
（
本
時
） 

・全体の制作過程の振り 

返り 

・まとめと発表 

・他者の作品の鑑賞 

・全体の制作過程を振り返

り、工夫した点やよくできた

点などをワークシートにま

とめる。 

・作品の写真をスライドに

貼り付け、プレゼンテーショ

ンを行う。 

・作品の制作意図の中で自

分が作りたいイメージと配

色計画、構図について関連付

けて発表するよう心掛ける。

相互評価の際、他者の作品に

ついても関連付けを意識し

て見るようにする。 

〇 〇 〇 

【知・技】（作品） 

作品のイメージに合わせ形や色を工夫し、

描画材を効果的に使いながら、丁寧に仕上

げている。 

【思・判・表】（発表・ワークシート） 

作品の制作意図の中で自分が作りたいイメ

ージと配色計画、構図について関連付けて

発表している。相互評価の際、他者の作品

についても関連付けを意識して見ることが

できている。 

【主】（発表・ワークシート） 

自身が伝えたかった内容や色彩、構成、文字

のデザインについて、表現の意図を伝え

る発表の活動や鑑賞の活動に主体的に取り

組んでいる。 



９．本時の展開 

（１）本時の目標 

  自身が伝えたかった内容や色彩、構成、文字のデザインの工夫について、表現の意図を伝える発表を

行い、他者の作品の良さなどに気付くことができる。「伝わる」ポスターについて考え、構図や色彩の効

果について気付き、自身の作品を振り返る中で、他者が自身の作品に対してどのような見方や感じ方を

しているか、考えを深める。 

（２）本時の評価規準 

    【知識・技能】 

・自身が伝えたいイメージと色彩や構成の効果、文字のデザインとを関連付けて、発表資料を作成 

している。 

 【思考・判断・表現】 

・伝えたいイメージと配色計画や構図について関連付けて、制作意図を発表している。 

・色彩の効果や構図について、他者の作品の良さを見つけるとともに、他者が自身の作品に対してど 

のような見方や感じ方をしているか、考えを深めている。 

 【主体的に学習に取り組む態度】 

・自身が伝えたかったイメージや色彩、構成、文字のデザインの工夫について、表現の意図を伝え 

る発表の活動や他者の作品の良さを見つける鑑賞の活動に主体的に取り組んでいる。 

   

（３）本時の準備物 

   生徒：教科書、Chromebook、ワークシート、作品 

    教員：教科書、PC、プロジェクター等 

 

（４）本時の学習過程 

時

間 
学習内容・学習活動 指導上の留意点 評価規準（評価方法） 

10 

分 

導 

入 

自身の制作過程を振り返り工

夫した点やよくできた点につ

いて考え、付箋に入力する。 

自身の作品の写真と制作過程

を振り返って工夫した点、よ

くできた点をスライドに貼り

付ける。 

机間指導の際に、操作方法

で困っている生徒に個別に

対応する。 

【知・技】 

自身が伝えたいイメージと

色彩や構成の効果、文字の

デザインとを関連付けて、

発表資料を作成している。

（スライド） 

【主態】 

自身が伝えたかった内容や

色彩、構成、文字のデザイン

の工夫した点やよくできた

点を見やすくまとめてい

る。（取組み状況、スライド） 

35 

分 

展 

開 

【鑑賞】 

良作と思われる作品を３点選

び、その理由を具体的に述べ

る。他者の作品について工夫

した点やよくできたところに

ついて感じ取り、課題の意図

と配色や構図について関連付

けて見るようにする。 

相互評価の際、課題意図に

ついて教員が使用する判断

基準を再確認し、参考にし

ながら良作と思う作品を３

点選ぶ。 

【思・判・表】 

他者の作品の良さがどのよ

うな要素（色彩の効果や構

図等）からなのか、具体的に

見出し、他者の作品の良さ

を見つけている。また、他者

が自身の作品に対してどの

ような見方や感じ方をして

いるか考えを深めている。

（ワークシート） 



5 

分 

ま 

と 

め 

制作を通して他者の作品につ

いて良さを感じ取り、今後の

自身の作品づくりに生かせる

ようにする。 

作品づくりや他者の作品を

見る中で、身の回りにある

広告やポスターにおける伝

えるための工夫について、

意識を向け考えられるよう

にする。 

【主態】 

他者からの気付きや見方に

ついて知り、自身の作品に

ついて振り返る鑑賞の活動

に主体的に取り組んでい

る。（発表の様子、ワークシ

ート） 

 

（５）「観点別学習状況の評価」の判断基準の設定 

 「十分満足できる」状況（Ａ） 「おおむね満足できる」状況

（Ｂ） 

 「努力を要する」状況

（Ｃ）の生徒に対するてだ

て 

知識・技

能 

 

構図や色彩について学んだ
ことを生かしながら自身が
伝えたい内容と色彩や構成
の効果、文字のデザインと
を関連付けて、作品を仕上
げている。「○○高校の良
さ」が伝わるように視覚的
に工夫した点が効果的に表
現でき、より他者に伝わる
作品になっている。 

自身が伝えたいイメージ
と色彩や構成の効果、文字
のデザインとを関連付け
て、作品を仕上げている。
「○○高校の良さ」が伝わ
るように視覚的に工夫す
ることができ、他者に伝わ
る作品になっている。 

 「○○高校の良さ」につ
いてどのような配色や構
図にすると効果的で、他
者に伝わる作品かを考え
させる。 

思考・判

断・表現 

（鑑賞） 

他者の作品の良さがどのよ
うな要素（色彩の効果や構
図等）からなのか、具体的に
見出し、他者の作品の良さ
を見つけている。また、自身
の作品に対して自分が作り
たいイメージと配色計画、
構図との関連を客観的な視
点で捉え、説明している。 

他者の作品の良さがどの
ような要素（色彩の効果や
構図等）からなのか、具体
的に見出し、他者の作品の
良さを見つけている。ま
た、他者が自身の作品に対
してどのような見方や感
じ方をしているか考えを
深めている。 

 作品について肯定的にと 

らえられる点を抜き出し

評価できるように支援す

る。 

他者の作品について「ど

ういったところが良いと

感じたのか」を丁寧に掘

り下げていく。 

主体的に

学習に取

り組む態

度 

自身が作品に込めた思い、
伝えたかったイメージや色
彩、構成、文字のデザインの
工夫した点やよくできた点
など、表現の意図を発表し
ている。他者の作品の良さ
等を感じ取り、公正に評価
しようとしている。 

自身の作品について伝え
たかったイメージや色彩、
構成、文字のデザインの工
夫した点やよくできた点
を見やすくまとめ、表現の
意図を発表している。他者
の作品の良さ等を感じ取
り、評価しようとしてい
る。 

 自身の作品について客観

的に見た視点と、他者の

作品について評価できる

ことについて前向きにと

らえられるように指導す

る。 

 

評価の観点 


